






8.　佐保会学園教育研究経費支出決算額推移表
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億円 教育研究経費支出決算額の推移表



【佐保会学園財務評価指標　全国平均と貴学園との比較】   

　財務状況 （△）は高いほうがよい比率、（▽）は低いほうがよい比率、（－）はどちらともいえない比率　

3年度 4年度 5年度

〇 純資産構成比率（△） 85.8% 89.1% 91.0% 91.4% 91.7% 継続して全国平均を上回っており、問題ありません。

○ 固定比率（▽） 98.7% 95.0% 72.6% 67.3% 67.7%
前年度同様、自己資金で固定資産は賄われており問題はありませ
ん。全国平均より低い(安定した）数値となっています。

○ 固定資産構成比率（▽） 84.7% 84.6% 66.1% 61.5% 62.1%

○ 流動資産構成比率（△） 15.3% 15.4% 33.8% 38.4% 37.9%

○ 内部留保資産比率（△） 25.9% 26.7% 27.9% 33.3% 30.4%

○ 流動比率（△） 260.2% 307.3% 1124.0% 1390.6% 1501.5%

○ 流動負債構成比率（▽） 5.9% 5.0% 3.0% 2.7% 2.5%

○ 総負債比率（▽） 14.2% 10.9% 9.8% 8.5% 8.3%

　経営効率

3年度 4年度 5年度

× 事業活動収支差額比率（△） 7.2% -0.4% -8.66% -16.53% -13.3%
当該指標の安定的な推移が経営に安定をもたらします。毎年収入、
支出を適正規模に維持していく事が課題となります。

× 教育活動収支差額比率（△） 5.1% -3.9% -8.69% -10.70% -13.9%
マイナスの場合、教育活動において資産の流出が生じていることを示
します。

△ 学生生徒等納付金比率（-） 48.7% 57.3% 34.1% 32.5% 25.9%

△ 寄付金比率（△） 1.8% 2.2% 0.3% 0.1% 0.4%

○ 補助金比率（△） 12.6% 30.2% 47.4% 48.5% 52.5%

× 人件費比率（▽） 46.3% 60.3% 66.0% 68.7% 71.8%

× 人件費依存率（▽） 95.0% 105.1% 192.9% 211.5% 277.8%

× 管理経費比率（▽） 6.4% 10.6% 13.2% 13.8% 14.4%

財務安全性に関しては、全国平均を上回っています。

コメント

固定資産構成比率は、低いほうが安定した資産構成であり、流動資
産構成比率は高いほうが安定した資産構成といえます。減価償却比
率は、固資産の老朽化を示す指標となっています。

内部留保資産比率は、プラス幅が大きいほど運用資産の蓄積度が大
きいと評価できます。短期的な支払能力を示す流動比率は前年同様
全国平均を上回っています。

前年同様、負債構成割合は全て全国平均値を下回っており、安定的
な財務内容となっています（低いほうがよい）。

５．負債の構成割合

いずれの比率も良好とは言い難い状況となっていますが、様々な要
因が含まれているため、少なくとも現状を維持することが望まれます。

短大平均
佐保会学園

コメント評価

学生生徒等納付金収入の経常収入における依存割合は全国平均より下回っ
ていますが、一概に悪いとはいいきれません。寄付金比率、補助金比率ととも
に安定的に推移することが望ましいと言えます。
補助金は、全国平均の給付水準を上回る水準の給付を受けています。補助
金も安定的に推移することが望ましいと言えますが、政府の施策の影響を受
けるため注意が必要となります。

短大平均
佐保会学園

１．自己資金は充実しているか

２．長期資金で固定資産は賄われて
いるか

３．資産構成内容

４．負債に備える資産が蓄積されてい
るか

評価

評価観点 指標名

１．経営状況

２　収入構成

３．その他

大学平均

大学平均

評価観点 指標名




















